
評価 取り組み状況

1 Ａ

・教育・保育活動の「反省、振り返り、評価」を重視した教育・保
育実践に務め、子どもが笑顔で主体的に成長することを目指した。
その結果、「反省、振り返り、評価」が、日々の教育・保育実践に
定着するようになり、主体的な活動に取り組む園児が増えてきてい
る。十分とは言えないが、小学校との連携を深めることができた。

2 Ｂ

・園の特色を生かした保育環境と保育内容を様々な視点、角度から
提案、議論が継続できている。誰でも活発に意見が出せる場がある
ことで、新しいアイデアや情報を試してみようというチャレンジす
る姿勢が生まれ、教育・保育の発展につながっている。

１．本園の教育目標
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幼稚園型認定こども園　杉の子せと幼稚園

　当園では学校評価として、教職員の自己評価と学校関係者評価を実施いたしました。教職員一人一人が、自らの教
育活動や園運営の状況を振り返ることで、自分自身や園全体を見つめ直すよい機会となりました。また、それぞれの
評価結果について、皆で話し合うことにより、成果や今後の課題、改善の方向性などを明らかにすることができまし
た。この結果を深く受けとめ、更なる教育活動の充実、教育環境の整備、教職員の資質向上に努めてまいります。

教育方針：「笑顔いっぱいの杉の子せと幼稚園！！」
教育目標：1.　つよく・かしこく・たくましい子どもの育成。
　　　　　2.　感性豊かなおもいやりのある子どもの育成。
望ましい子どもの姿：「自分の力で、元気に、仲良く、もうひと頑張りする子。」

２．本年度重点目標・計画

子ども・保護者・教職員全員が笑顔ですごせる”チームせと”をめざす。
・教育課程の改善：行事や教育・保育をその都度検討・協議し、幼稚園教育要領が示す10の姿も踏まえた保
育計画の見直しを図り、環境設定を行う。実践を大切にし、子どもの成長を促す援助方法を探る。放送教育
を取り入れ、教育・保育の質の向上を図る。小学校との連携を深める。
・職員の資質向上：職員間の話し合いの充実に向け、職員会のあり方を研究する。公開保育の実施と職員会
や学年会等を通しての情報交換を活発に行い、子ども理解・家庭理解を含めたスキルアップを図る。
・特別支援教育の充実：教職員間で共通理解をしっかり行い、関係機関との連携を深めながら支援の必要な
子どもに寄り添える指導・支援を行う。
・安全管理体制の強化：アレルギー対応を含む安心・安全な給食環境を作る。地震発生時の対応・火事・土
砂崩れ・不審者侵入への対応も常に意識し、園内で一つの命も失わない避難訓練を行う。

３．評価項目の達成及び取り組み状況

評価項目

教育課程を見直し改善を図
る

職員の資質向上(研修・情報
共有等)



3 Ａ

・特別な支援が必要な園児一人一人の理解に努め、その子にあった
支援や援助を探り出している。そして、全職員が共通理解を図った
うえで、協力しての指導・援助ができている。また、発育・発達で
困ったことがあれば、その都度、全職員で話し合いをもつと共に関
係機関とも連携しながら解決策を模索するように務めている。

4 Ｂ

・アレルギー対応では、保護者と連携を取りながら可能な限
りの個別対応を行っている。また、配膳を工夫したり担任、副担任
の複数の目でチェックをしたりすることで、安全な給食の提供がで
きる体制を作っている。年間計画に基づき避難訓練（月１回）が実
施できている。

　

1 教育内容

職員全体のより良い保育、環境構成の工夫への意識が高まっている。子どもたちが主
体的に活動できる日々の教育・保育の実践につなげていきたい。小学校との連携をさ
らに強化したい。

幼稚園部、保育部の公開保育を核にし、教育実践のねらいに対する観点で研究協議を
行い、保育者個々のスキルアップを図っていく。今後も、研修交流と情報共有を大切
にしていき、教職員のスキルアップを図りたい。

子ども理解・家庭理解等について、教職員間の情報交換・情報共有をさらに活発に行
う。担任だけでなく、全職員がすべての子どもに係わり、把握や理解するように務め
る。また、全教職員で特別な支援・配慮を必要とする乳幼児の情報共有をしっかり行
い、共通理解を深めていく。

常に高い意識をもって、安全な給食環境を作るように心がける。また、地震・火災・
土砂崩れ発生時の対応、不審者侵入への対応も常に意識し、園内で一つの命も失わな
い行動がとれるよう定期的に再確認する。

５．今後取り組むべき課題

課　題 具体的な取り組み方法

　評価の基準　（A：十分達成されている。　　B：達成されている。　　C:取組まれているが、
　　　　　　　　成果が十分でない。　　　D：取り組みが不十分である。）

特別支援教育のための園内
支援体制を充実させる
(家庭との協力・連携も含
む)

安全管理体制の強化

４.総合的な評価結果

Ｂ
４つの評価項目について重点的に取り組み、一人一人の乳幼児を大切にした質の高い教育・保育を実
践することができた。また、さらなる質の向上に向けた課題も明確になった。

　評価の基準　（A：十分達成されている。　　B：達成されている。　　C:取組まれているが、
　　　　　　　　成果が十分でない。　　　D：取り組みが不十分である。）

評価 理　由



＜横浜新町小学校長＞
・園児が主体的に教育・保育活動を進めることができるように、「反省、振り返り、評価」を重視した教
育・保育計画を進め、成果につなげていると思います。徐々に、小学校との連携も定着し、架け橋プログラ
ムを意識した取組ができ始めています。
・保護者の保育力や家庭の教育力の向上に向け、保幼小の連携を今後も進め、「自分の力で、元気に、仲良
く、もうひと頑張りする子。」の育成に向けた取組のさらなる充実を期待しています。

＜令和７年度後援会長＞
・子どもたち一人ひとりを第一に考えた保育が行われており、保護者としても安心して預けることができる
環境だと感じています。また、子どもだけでなく保護者にも寄り添った対応をしていただけるため、日頃か
ら相談しやすい雰囲気がある点も大変ありがたいです。行事においても工夫が見られ、子どもたちの成長を
感じられる機会が多くあります。さらに、保護者の負担だけでなく現場の先生方の負担にも配慮されてお
り、そのバランスが子どもたちにとってより良い環境につながっていると感じます。今後もこのような温か
い環境を期待しております。
　
＜評議員/株式会社adear相談役＞
・杉の子せと幼稚園が園の方針である「子ども・保護者・教職員全員が笑顔で過ごせるチームせとを目指
す」の実現に向け、日々着実に取り組まれていることがうかがえます。幼児期においては、安心して過ごせ
る環境の中で、一人ひとりの個性や成長に応じた関わりを行うことが重要であり、その視点を大切にした教
育・保育が進められているものと評価いたします。また、保護者との信頼関係づくりや教職員相互の連携
が、円滑な園運営に欠かせない要素であると考えられ、こうした基盤整備にも意識的に取り組まれているこ
とが感じられます。今後も社会状況や子育て環境の変化に対応しながら、子どもたちが健やかに育ち、保護
者や教職員も安心して関われる園づくりを継続されることを期待します。

６．学校関係者の評価


